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紹

介

ふ
迄
も
な
い
。
殊
に
か
L
る
重
大
な
問
題
を
我
閣
に
於
て
専
門

的
に
取
扱
っ
た
類
書
は
筆
者
未
だ
寡
聞
に
し
て
知
ら
・
な
い
の
で

あ
っ
て
、
私
は
著
者
の
と
の
光
臨
的
業
績
は
と
の
意
味
に
於
て

も
高
く
評
慣
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

(
根
岸
勉
治
、
「
栽
被
企
業
方
式
論
」
業
文
閥
、
債
五
闘
)

オ
プ
ラ
イ
エ
ン
著

松

田

武

雄

諒

「
農
業
経
済
的
学
」}JJ 

村

琢

「
農
業
経
済
事
は
、
農
業
上
の
債
格
に
閥
す
る
島
一
向
」
で
あ
る

本
書
は
か
L

る
見
地
か
ら
第
一
章
一
般
農
産
物
債
格
問
題
、
第

二
章
個
別
農
産
物
憤
格
問
題
、
第
三
章
園
家
と
農
業
と
に
分
っ

て
農
業
を
論
じ
て
ゐ
る
。

第
一
意
に
於
て
著
者
は
云
ふ
、
農
産
物
債
格
の
費
動
は
一
般

物
債
の
蟹
動
と
密
接
に
謝
躍
し
と
の
饗
動
の
主
怠
る
原
因
は
貨

幣
の
購
買
力
の
費
動
l
流
通
貨
幣
数
量
の
費
化
ー
で
あ
る
と
。

貨
幣
の
側
面
は
と
L
で
は
論
ぜ
ら
る
べ
き
範
圏
外
と
せ
ら
れ
る

従
っ
て
著
者
に
取
っ
て
は
憤
絡
の
費
動
は
外
部
的
に
奥
へ
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
と
の
費
動
が
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
問
題
と

三
二

O

す
る
。
農
産
物
の
憤
絡
の
建
勤
の
影
響
は
他
の
生
産
物
に
比
し

て
激
烈
で
あ
り
、
と
れ
は
第
一
に
供
給
の
非
弾
力
性
、
第
二
に

生
産
過
程
の
期
間
、
第
三
に
農
産
物
の
債
格
費
動
と
他
の
憤
絡

費
動
と
の
問
。
時
差
の
存
在
に
る
る
。

供
給
の
非
弾
力
性
は
自
然
的
原
因
、
生
産
者
聞
の
非
組
織
的

献
態
、
市
場
へ
の
距
離
の
大
な
る
と
と
に
よ
る
が
、
債
格
の
費

動
に
臨
じ
て
生
産
を
調
整
す
べ
き
生
産
要
素

l
土
地
、
勢
働
(
特

に
家
蔵
勢
働
)
!
の
供
給
の
非
弾
力
性
が
存
す
る
矯
め
で
も
あ

る
。
生
産
期
聞
の
長
期
に
捗
る
と
と
も
前
の
僚
件
が
あ
る
故
に

と
そ
債
絡
費
動
の
影
響
を
大
な
ら
し
め
る
が
、
更
に
農
産
物
債

格
が
そ
の
生
産
に
必
要
な
生
産
物
の
債
格
に
到
し
時
差
を
有
す

る
と
と
は
特
に
農
産
物
債
格
下
落
に
際
し
騰
貴
の
場
合
の
利
益

以
上
の
損
失
を
農
業
に
奥
へ
る
。
と
の
時
差
も
生
産
の
非
弾
力

性
の
諸
僚
件
の
結
果
で
あ
ら
う
。

一
般
的
た
債
格
饗
動
と
具
っ
て
個
別
商
品
の
憤
格
費
動
の
原

因
は
需
要
供
給
の
欽
態
に
基
く
も
の
で
あ
り
と
の
問
題
は
第
二

章
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
る
。
農
産
物
の
需
要
|
特
に
食
料
と
し
て

の
l
は
非
弾
力
的
で
あ
り
、
従
っ
て
と
の
非
弾
力
性
は
供
給
の

饗
化
と
共
に
債
格
の
費
動
を
甚
だ
し
い
も
の
と
し
、
と
の
費
動

。
程
度
は
市
場
の
蹟
さ
l
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
l
と
反
比

例
す
る
も
の
で
る
る
。
(
第
一
節
)
i

供
給
の
側
面
に
於
て
見
る
な
ら
ば
ハ
第
二
節
)
す
で
に
一
般



農
産
物
債
格
の
嬰
勤
に
見
た
如
く
に
個
々
の
農
産
物
に
於
て
も

非
弾
力
的
た
る
と
と
が
結
論
さ
れ
る
。
と
の
と
と
は
農
業
に
於

け
る
景
策
費
勤
が
生
産
の
費
勤
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
牧
益
の

饗
勤
と
し
て
、
甚
だ
し
い
場
合
に
は
牧
益
の
喪
失
と
な
り
土
地

の
荒
肢
を
す
ら
生
ぜ
し
め
る
。
収
益
の
費
勤
は
櫨
槙
的
投
下
生

産
皐
位
に
於
て
費
用
と
牧
量
と
の
比
率
の
費
動
と
し
て
所
謂

「
報
酬
遮
減
の
法
則
」
と
し
て
第
三
簡
に
於
て
詳
論
せ
ら
れ
る
。

報
酬
逓
減
の
「
法
則
」
に
よ
っ
て
農
業
に
於
て
は
限
界
以
上
に

増
大
せ
る
費
用
に
封
し
遮
減
せ
る
牧
益
が
奥
へ
ら
れ
る
。
版
資

債
格
-E
騰
貴
せ
し
む
る
と
と
は
牧
益
の
逓
減
を
回
避
す
る
二
刀

法
で
あ
る
が
、
農
家
の
力
の
及
ば
ぬ
所
で
あ
り
閤
家
の
活
動
以

外
に
は
求
め
ら
れ
さ
う
も
な
い
。
む
し
ろ
生
産
費
の
低
減
と
そ

が
僅
か
に
農
家
に
封
し
典
へ
ら
れ
た
報
酬
逓
減
の
法
則
の
回
避

の
方
法
で
あ
る
。

第
四
節
は
か
L
る
生
産
費
D
低
減
方
法
の
究
明
に
む
け
ら
れ

て
ゐ
る
。
生
産
費
の
低
減
と
は
本
質
的
に
は
能
率
を
高
め
る
と

と
で
あ
り
、
農
業
に
於
け
る
困
難
た
る
費
用
計
算
の
基
礎
の
上

に
可
能
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
牧
益
が
企
業
の
主
目
的
な
る
根

定
の
下
に
能
率
が
依
存
す
る
一
、
農
場
の
大
き
さ
と
組
織
、
二
、

土
地
、
努
働
、
資
本
等
の
生
産
要
素
に
封
し
支
蹄
は
れ
る
慣
格

一
二
、
之
等
諸
要
素
の
組
合
せ
が
問
題
と
な
る
。

先
づ
農
場
の
大
き
さ
に
於
て
大
経
替
と
小
経
管
の
純
牧
益
に

紹

介

劃
す
る
優
劣
を
論
じ
、
ど
の
農
場
に
も
趨
用
せ
ら
る
L
趨
疋
な

大
き
さ
は
一
般
的
に
は
存
在
せ
歩
、
興
へ
ら
れ
た
諸
僚
件
の
下

で
一
定
の
農
家
に
劃
す
る
趨
正
た
る
大
き
さ
が
具
躍
的
に
の
み

存
在
す
る
。
と
の
大
き
さ
は
各
園
と
も
大
館
定
ま
っ
て
ゐ
る
。

以
上
の
と
と
は
農
業
組
織
に
封
し
て
も
生
産
の
専
門
化
の
問
題

に
封
し
で
も
安
営
す
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

生
産
費
の
各
要
素
は
結
局
間
労
働
費
、
資
本
費
、
原
料
費
、
租

税
費
及
び
市
場
費
に
分
類
せ
ら
れ
る
。

農
業
に
於
け
る
第
賃
の
低
廉
は
等
し
く
識
者
の
認
む
る
所
で

あ
る
。
従
っ
て
勢
貸
の
と
れ
以
上
の
低
下
は
不
可
能
で
る
り
、

好
ま
し
く
も
な
い
。
唯
勢
働
の
龍
率
増
進
の
方
法
と
し
て
教
育
、

附
労
働
者
の
儲
康
の
増
進
、
有
能
な
る
附
労
働
者
の
離
村
の
防
止
が

考
へ
ら
れ
る
。
更
に
能
事
賃
銀
制
や
監
替
指
導
の
農
業
経
替
に

於
け
る
能
率
の
問
題
を
論
じ
、
最
後
に
機
械
の
導
入
に
よ
る
附
労

働
費
の
節
約
、
機
械
の
能
率
的
使
用
に
よ
る
農
村
に
於
け
る
人

口
減
少
、
機
械
の
能
率
的
使
用
の
場
合
の
農
場
の
大
き
さ
、
機

械
の
使
用
期
間
の
問
題
が
提
出
せ
ら
れ
る
。

勢
働
節
約
の
設
備
即
ち
動
力
及
器
具
の
改
良
の
た
め
の
農
家

の
資
本
の
獲
得
は
不
利
な
僚
件
に
あ
る
農
家
に
取
り
て
必
要
訣

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
と
L

に
農
業
に
劃
す
る
信
用

及
信
用
機
関
の
問
題
が
前
商
に
あ
ら
は
れ
る
。
と
の
完
備
に
よ

っ
て
の
み
農
家
の
資
本
の
供
給
が
閑
滑
に
行
は
れ
得
る
の
で
あ

一一一一一一



紹

介

スV

。原
料
費
の
低
減
は
蹄
民
組
合
の
結
成
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度

に
到
達
せ
ら
れ
得
る
が
、
租
税
費
は
農
家
自
臨
そ
の
特
化
の
方

法
を
取
る
以
外
に
は
直
接
的
に
は
遁
営
危
方
法
は
た
い
様
で
あ

る。
生
産
費
の
一
要
素
と
し
て
地
代
を
見
る
と
と
に
は
議
論
が
あ

る
様
で
る
る
が
、
契
約
或
は
慣
習
に
よ
り
一
定
期
間
固
定
し
た

地
代
は
個
々
の
農
家
に
劉
し
出
費
を
形
成
す
る
。
地
代
の
意
義

に
闘
し
で
は
著
者
は
民
pgrpロ
と
同
一
見
解
の
様
で
る
る
。

小
作
闘
係
の
生
産
費
に
封
す
る
影
響
を
重
硯
す
る
が
、
と
れ
は

生
産
費
に
直
接
影
響
を
興
へ
る
諸
要
素
に
針
す
る
反
臆
を
通
じ

て
間
接
に
生
産
費
に
作
用
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。

市
場
取
引
は
生
産
過
程
の
一
部
で
あ
る
。
市
場
取
引
の
機
能

及
機
闘
は
か
L

る
意
味
に
於
て
生
産
の
完
了
の
た
め
必
要
で
あ

り
、
そ
の
費
用
低
械
は
農
産
物
築
集
の
機
能
に
於
て
、
臓
器
、

卸
費
、
小
資
及
び
危
険
負
婚
に
於
て
考
察
さ
れ
る
。
更
に
積
極

的
に
は
債
格
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
市
場
統
制
、
即
ち
市
場
流
出

の
過
剰
の
防
止
と
現
置
に
生
じ
た
、
過
剰
の
鹿
理
の
問
題
が
あ
る

市
場
取
引
の
機
能
に
於
け
る
費
用
節
減
の
方
法
と
し
て
市
場
の

棋
大

i
時
間
的
並
に
窓
間
的

l
が
求
め
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て

ゐ
る
。農業
は
一
つ
の
弱
い
産
業
で
あ
り
、
農
産
物
債
格
は
農
家
の

一一一一一一一

支
配
し
得
る
範
国
外
の
原
因
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
農
産
物
の
債

格
引
上
げ
の
方
策
は
閤
家
の
政
策
に
ま
つ
よ
り
外
は
な
く
、
更

に
債
格
の
費
動
に
劉
し
費
用
節
減
の
方
法
即
ち
能
率
増
進
の
方

法
に
封
し
で
も
閣
家
の
援
助
に
待
つ
と
と
大
で
あ
る
。
第
三
笠
・

園
家
と
農
業
は
か
L
る
見
地
に
於
て
取
り
扱
は
れ
、
第
一
節
序

論
第
二
節
農
業
に
劃
す
る
闘
家
の
援
助
、
第
三
節
農
業
技
術
に

封
ず
る
図
家
の
援
助
、
第
四
節
世
帯
業
と
し
て
の
農
業
に
封
ナ
る

岡
家
の
援
助
、
第
五
節
保
護
的
農
業
政
策
、
第
六
節
農
業
へ

D

国
際
的
協
力
に
分
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

農
業
経
情
壊
を
ば
農
業
の
技
術
及
び
事
業
の
二
方
面
に
一
般

経
済
壊
を
臆
用
せ
る
も
の
と
定
義
し
、
更
に
農
業
経
情
串
b
L
農

業
上
の
債
格
に
闘
し
て
の
串
間
と
定
め
、
農
業
所
得
の
分
配
論

に
論
及
し
な
い
と
と
に
閥
し
て
は
種
々
疑
問
が
る
る
。
そ
れ
は

と
も
か
く
我
闘
に
於
け
る
農
業
は
牧
益
を
目
的
と
し
て
、
債
格

に
封
臆
し
て
費
用
節
減
す
る
に
は
飴
り
に
非
替
利
的
で
お
り
、

勤
努
的
で
る
り
、
而
も
飴
り
に
多
く
土
地
の
問
題
に
か
ら
み
合

っ
て
ゐ
る
。
本
書
を
遇
讃
し
て
英
米
の
農
業
を
想
像
し
-
な
が
ら

彼
地
に
於
け
る
企
業
者
と
し
て
の

P
B
H
S
が
市
場
の
相
場
や

勢
賃
の
騰
落
ゃ
、
地
慣
に
気
を
く
ば
り
な
が
ら
牧
益
を
図
あ
て

に
事
務
的
に
農
業
を
揖
理
し
て
行
く
姿
が
目
に
浮
ぷ
が
如
く
で

あ
る
。
と
の
程
度
迄
に
は
い
つ
の
日
に
か
吾
閣
の
農
業
が
進
み

う

る

の

で

あ

る

か

。

(

議

文

閤

夜

行

二

闘

〉


